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眼科 領域 に おけ るFlucloxacillinの 基礎 的研究

徳田久弥 ・湊谷寛治

熊本大学眼科

新 しいisoxazoly1系 ベ ニシ リンで あ るFlucloxa-

cillin(MFI」PC)の 家 兎 眼 内移 行,房 水 に よ る 不 活性

化,眼 局 所障 害 度 お よび ブ ドウ球菌 のMIC分 布 な どを

し らべ たの で,そ の結 果 を報 告 す る。

1)眼 内移 行

125mgを 内 服 させ,112時 間 よ り6時 間 にわ た つ て

家兎 の 血清 な らびに 房 水 内濃 度 を測 定 し た 。 測 定 法 は

B.subtilisPCI219を 用 い た薄 層 カ ップ法 に よる。

表1MFI-PCの 眼 内 移行(125mg内 服,家 兎)

血 清

房 水

112 1 246(時 間)

0.9(mcg/ml)0.460。30.260.25

0.20.241.211.030.431

すなわち,血 清内濃度が高 くでなかつた割には房水内

濃度が非常に高 く,2時 間お よび4時 間値では,血 清内

濃度をは るかに上廻わる値であつた。 これには後述す る

ように,血 清蛋 白に よる不活性化が高いのに反 して,房

水蛋白による不活性化が全 くみ られないことが1因 にな

つているのか もしれないQ

いずれにせ よ,眼 内移行がかな りよく,し か も持続性

が長い ことは確かなことのよ うである。

2)房 水および血清による不活性化

MFI-PC25mcg/m1お よび5mcg/m1溶 液に同量 の

家兎房水を重層 して,カ ップ法で2時 間後の変化を測定

してみた ところ,お のおの22～26mCg/mlと7.3mag

lm1で あつ て,不 活性化はまつた くみ られず,む しろ力

価は上昇していた。 この傾向は低濃度で とくに著明であ

つた。

いっぼ う1血清では,25mcg/m1が5.2～5.8mcg/血1

と約80%の 不活性化がみられ,5mcg/mlで は30%の 不

活性化がみ とめられた。すなわち,血 清 ではかな り不活

性化現象がみ られるのに反 して,房 水では逆に活性上昇

がみ られたわけで,こ れが眼内移行が良好な結果にでた

原因の1つ ではないか と考え られ る。

3)眼 局所障害度

MFI-PCO・5%溶 液 を0。1=n1家 兎前房内に注入 し,24

時間後の房水蛋白量の増加をみてみ ると,注 入前が平均

20.3mg/dlで あるのに対 して,注入後は平均108・o、mg

/dlで あつ て,432・1%と い うやや高い増加率であつた。

これはPC-Gの9α8%に くらべ るとかな り高い値 であ

る。

いつぼ う,ブ ル オロメ トリーの結果では,注 入前の房

水のフルオ レヅセイ ン濃度が,平 均28.1mcg/m1で あ

るのに くらぺ て,MFI-PC注 入後は9.5mcg/m1と 逆

に低 くでてお り,房 水蛋白量 の場合 とは逆の結果であつ

た。 この矛盾 した成績についてはなお追試 してみるつも

りである。

4)ブ ドウ球菌のMI,C分 布

種 々の眼起炎菌中60株 のブ菌につい て,MICを しら

ぺた結果は,表2の よ5で ある。

なお,測 定法は 日本化学療法学会標準法 によつた。

すなわち,もつ とも感受性の高いのはMDI-PCで,77

%がe.2mcg/ml以 下であ るのに対 して,MFI-PCは

1.56mcg/m1か らo.78mcg/m1の ところに ピー クが

あ り,ブ 菌に対す る抗菌力ぼやや劣 るような結果 であつ

た。MCI-PCは ち ようどその中間に位置 していた。

5)総 括

MFI-PCは 眼内に よく移行するが,房 水ぴζよつ て不

活性化され ない ことがその1つ の原因の ように考えられ

る。ただ し,前房内注入に よる房水蛋 白の増加率はやや高'

く,眼局所障害度はP(ンGよ りもやや大 きい ようである。

ブ ドウ球菌のMIC分 布は,低 濃度側でMDI-PC,

MCI-PCに やや劣つているが,耐 性株の頻度 は 非常 に

少なかつた。
等

表2各 種Isoxazolyl-PCの ブ菌MIC分 布(紹43.60株)
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 Flucloxacillin was tested for its penetration into rabbit eyes, possible induction of ocular damages 

and sensitivity against clinically isolated Staphylococci. 
 1) Following oral  administrationof  125  mg to rabbits, aqueous level of  flucloxacillin was favorable, 

which suggests that the drug is not inactivated by aqueous humor. 
 However, following injection of  0.  1 ml of  0.  5% flucloxacillin solution into rabbit anterior chamber 

the increasing rate of aqueous protein was a little higher than that for penicillin-G. 
 This shows that the local damage induced by flucloxacillin was a little higher in degree than that 

by penicillin-G. 

 2) The M. I. C. distribution of flucloxacillin against clinically isolated Staphylococci exhibits that the 
antimicrobial activity of flucloxacillin against those strains was somewhat inferior, at lower concentra-

tions, to that of dicloxacillin and cloxacillin, but superior, at higher concentrations, to that of the 
other  penitillins.




